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令和６年度まちづくり座談会会議録（新町・川端・東町・二丁目） 

 

 

議事概要 

 開 催 日 時 令和６年７月１１日（木）午後７時００分～午後９時１５分

 開 催 場 所 東町公民館

 

出　 席　 者

町　長　　庄司　中　　　　　　　　保健福祉課福祉課長　青藤佳幸 

　副町長　　高橋　裕　　　　　　　　産業振興課長　八鍬　誠 

教育長　　本多　諭　　　　　　　　建設課長　大沼進悟 

総務課長　土屋弘行　　　　　　　　教育文化課長　小林基流 

まちづくり推進課長　大山和彦　　　議会事務局長　遠藤秀樹 

町民税務課長　早坂勝弘

 出　席　者 　１８名（男性１７・女性１）

 １．開　会　　　　　土屋総務課長の進行で開会する。（午後７時００分）出席者紹介

 ２．町長あいさつ・今後のまちづくりについて説明　　庄司町長

 ３．予算・支援事業等説明　総務課長　　

 ４．懇談・意見交換
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川端地区の方から６点、事前に課題とご説明いただきたい内容ということでいただ

いているものがございますので、まずそのものについてまずお答えをさせていただ

きたいと思います。では、担当する課長の方から説明をいたします。 

 

まちづくり推進課で所管する問題として、川端地区より寄せられていた案件につき

ましては３件ございます。１つが空き家に対する町の対応についてということでご

質問があったところです。町では管理不全な状態にある空き家への対応について、

建物を含めた敷地内の雑草とか雑木、また冬季の雪下ろし、こういったところで管

理がなってないということでご連絡を受けた物件につきましては、現状の写真を添

付した上で、所有者の方に文書で指導を行っているところでございます。今日、お

集まりをいただいている地域内における空き家の数については、令和３年の時に調

査した時に１３軒でございました。その後、解体された物件や新たに空き家になっ

た物件も含めて、現在のところ１３軒の数は変わっていない状況でございますので、

こちらにつきましては、やはり新しい物件ほど利活用が進んでいきますので、こち

らについて空き家バンクの登録を促すなど、対応して利活用を進めてまいりたいと

いうことで考えてございます。 

続いて、ゴミの分別冊子の再編再発行についてということで、お話を受けたところ

でございます。ごみの分別の冊子については、来年度、令和７年の４月１日に改定

予定で、こちらについては、また改めて配布を予定しており、その準備を現在進め

ているところでございます。カラー印刷も希望ということではございましたが、カ

ラーでの冊子の作成は現在のところ考えていない状況でございます。これに代わる

ものということで、現在、スマホやタブレットでゴミの分け方を検索できるアプリ

が比較的安価に、事業者から出されているものですから、そういった利用を現在、

環境衛生事業組合と検討を行っているところでございます。 
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続いてゴミの再資源化と有価物の取り組みについてということで、同じくゴミ関係

であったわけですけれども、こちらについては再資源化の取り組みについては先ほ

ど、町長からもありましたとおり、ペットボトルについては水平リサイクルという

ことで、ペットボトルからペットボトルへリサイクルの取り組みを推進していると

ころです。また、アルミ缶や鉄缶も含めてなんですけれども、そういった有価物に

つきましては、当然有価物として販売できるものを現在も販売している状況です。

ただ、こちら町の財政に取り組むこともできるんではないかということなんですけ

れども、環境衛生事業組合、一部事務組合として組織している以上、そういった有

価物については環境衛生事業組合の収入として、現在、取り込んでいる状況です。

その分、町の負担金が減っていくという取り組みになっています。 

最後に内水処理の対応についてなんですけれども、最上川増水時の検証として、現

在危機管理の部署を中心に対応を行っている状況でございます。具体的には、これ

まで担当者間の口頭でやり取りしていたものについて、タイムラインというものを

作成しまして、誰でも分かるように作業を進めている状況でございます。また、川

端地区でありましたり、新町地区については、内水被害が拡大傾向にありますので、

町内の水路の流れについて検証させていただいて、内水被害が軽減できるようなこ

とがないかどうか、こちらを現在、検討し進めているところでございます。川端地

内にある大石田の第２樋管、こちらにつきましては、水位がだいたい１４ｍを超え

るあたりで水門の操作が始まりますので、そういった想定される水位を予測しまし

て、タイムラインに沿って対応を図ってまいりたいと考えております。また、令和

２年７月豪雨の際、この水害の状況を踏まえまして、町では寄贈分を含めて可搬式

の排水ポンプを３台増設しております。内水被害が大きくならないように、こうい

った増設した排水ポンプの運用も考えてございます。こちらの操作については、消

防団の講習会、昨年に引き続き、今年も６月１６日に操作方法の講習会を実施して、

その操作の熟知に努めておりますので、ご理解をお願いしたいと考えてございます。 

 

質問の２つ目です。流雪溝と消雪設備の維持更新についてということでご質問をい

ただいております。現在、町では流雪溝、それから消雪設備に関して、現在取り組

んでおりますのは、鷹巣地区の町道に沿った流雪溝の整備、それから町道南通り線

の無散水消雪道路の改良工事です。それらの工事につきましては、随時、工事の始

まる前にお知らせ版などを通して、町民の皆様に、情報発信を行っているところで

ございます。 

それから３つ目の質問です。最上川周辺の公的施設、これらの維持管理、どのよう

に進めているのかということでご質問をいただいたところです。それぞれの施設に

はそれぞれ管理者がいるわけですが、河川敷、船着場、船役所跡と遊歩道、これに

つきましては、町の産業振興課、それから下河原運動公園のグラウンドなど、これ

らは建設課が管理担当となっているところです。どちらの施設も管理が行き届いて

いるとはなかなか言えないような現状ではございますが、万が一、危険な状態を感

じた時には、是非ご一報をいただければ早急に対策を講じさせていただきたいと考

えていますので、よろしくお願いいたします。現在、船着場から舟役所跡までは、

先日草刈りを行ったところでございまして、先日行われた水辺で乾杯イベントにも

活用させていただいたところです、大変ご協力ありがとうございました。それから、
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さらに下河原運動公園グラウンドにつきましても、植樹からかなり年月を経て、と

ても大きく育っている柳があるんですが、枝折れなどの危険性がありますので、こ

ちらについても先日、剪定作業を行ったところでございます。また、公益資産とし

てのそれぞれの施設の活用につきましては、現在、かわまちづくり事業への取り組

みということを、町全体で準備を進めております。その中で、河川周辺の施設のあ

り方なども検討を進めてまいりますので、あわせてご理解をお願いしたいと思いま

す。 

 

大石田中学校の照明の対応についてということだったのですけれども、詳細につい

ては当日、ご質問いただけるというお話でしたので、内容についてよろしくお願い

します。 

 

中学校のナイター設備なんですけど、水銀灯、今現在ついているわけですが、切れ

ている電球もあります。これがいずれ段々と切れていって、照明がつかなくなると

いう恐れがあるんで、昨年度ですか、今年度の予算に盛り込んでほしいということ

で伝えたが、１２月に歳出の予算要求を出しましたけど、庄司町長の前でストップ

がかかったということなので、なんとか前向きに検討していただきたいということ

でした。 

 

今、伺った話ですと、水銀灯がもう消えている部分もあるということで、そちらの

方の交換ということなんですけども、水銀灯についてはもう生産しておりませんの

で、交換できない状態であります。町の方でそういう状態も含めまして、ＬＥＤ化

の方を計画しておったんですけれども、ＬＥＤ化するにはやはり大きな金額がかか

りますので、そちらの方、補助がないかということで探したんですけども補助は、

あるんですが、全部一気にやるよりも小分けにしてやった方が補助の方が使いやす

いということで、そちらの方の対応でちょっと時間的に遅れてしまったというとこ

ろもあります。単独の一般財源でできる部分もあるんですけれども、どのようにし

ていったらいいか、という優先順位もありまして。今年度の施行について、 

予算獲得には至らなかったところであります。来年度に、何とかできるように、ま

た予算の方を確保したいとは考えてますので、そちらの方も予算が取れましたら早

急に対応したいと思っております。 

 

内水問題についてになりますが、ポンプ３台増設したということですが、私たちが

指摘するのは初期対応の遅れ、それがやっぱり関連しているんじゃないかというよ

うに見えます。前から「ポンプを設置してください」と要求はしてたんですが、「検

討します、検討します」ということで、いま現在、何もなっていません。そこもや

っぱり前向きにもう少し検討していただきたいというふうに思います。 

 

●●さんがおっしゃられているのは、ポンプを常設しておいてほしいということと

思います。現在、投入口については排水側溝そのまま利用している状況なので、そ

のままの状態でポンプをずっと置きっぱなしにするのは、なかなか難しい部分がご

ざいます。現在のところ、第２樋管の水門操作については、やはり１４メートルを



- 4 -

  

 

 

 

 

 

 

 

 

●●さん 

川端 

 

 

 

 

まちづくり

推進課長 

 

 

 

●●さん 

川端 

 

 

まちづくり

推進課長 

 

 

●●さん 

川端 

 

まちづくり

推進課長 

 

 

 

●●さん 

川端 

 

 

まちづくり

推進課長 

超えるというところからスタートすると考えてございますので、今回につきまして

は、昨日まで続いた雨の際は１３ｍに届かないだろうということで、設置について

は見送らせていただきました。今後につきまして、国土交通省の大石田出張所、そ

ういったところと連絡を取りまして、もし１４メートルに到達しそうだということ

であれば、その３時間前には動き出したいと思って考えております。なぜ３時間前

と言いますと、初期のポンプ設置については、やはりどんなに短くみても３時間程

度かかるものですから、その３時間前には動きたいと考えていることところでござ

います。 

 

今までの例から見ると、内水が出てきて、ポンプ付けるまで、間違いなく３時間は

かかっている。私が連絡して、そしてポンプ設置に来てるわけだ。それでは、よく

ない。その前にちゃんと最上川を見たりしてもらって、調整してもらって普通にや

れるようにしてもらわないと内水は本当に怖い、内水は、なった人でないと、この

苦労はわからない。その辺しっかりしてもらいたい。お願いします。 

 

●●さんおっしゃられるように、最上川の増水時については、やはり１時間でだい

たい最大で７０ｃｍとか８０ｃｍの単位で水位が上がってくるものですから、そう

いったところも予測して早めに準備を整えたいと考えてございますので、よろしく

お願いいたします。 

 

１４メートルですから、そうなると水門、閉じます。そうすれば内水溜まるのは目

に見えて溜まっていきます。なので１４ｍに達する前にやっぱり行動をとってもら

わないと対応ができないじゃないか。 

 

おっしゃられるように１４ｍになってからポンプの設置を始めたのでは、当然間に

合わない、その３時間後には、もう１５ｍ超えてくるかもしれないということもご

ざいますので、その前に対応を考えたいと思います。 

 

新町・二丁目・川端あたりで水防訓練の予定はしていないですか？前にすると言っ

ていたので、一回してほしい。分かる人は分かるが分からない人は全然分からない。 

 

確かに昔、平成２０年頃に船着き場で水防訓練を実施した記憶、私ございます。そ

れから恐らく、町単独での水防訓練っていうのはここ１５年ほど実施してないと記

憶してございますので、防災担当の方も確認しながら、訓練の内容について、詰め

させていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

内水で一番早く被害を受ける地区となっていますが、内水というよりもその前に役

場の方で、この地区を見に来ている人っているんでしょうか？最上川が増えてきた

ときに、内水の状況、水門の状態を見に来てくれてる人とかいるんでしょうか？ 

 

今回の最上川の増水時についても、当然、私どもは消防の方を管轄している部署で

ございますので、当然、最上川の増水状況を確認してございます。今回は比較的最
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上川の方は １３ｍに到達しない。１２ｍ５０、６０ｃｍで終わるだろうという見込

みでございましたので、それほど詳しくは見てはございませんが、北側、野尻川と

丹生川、こちらの水位上昇が今回は危惧されたものですから、そちらを中心に水位

の方を確認させていただいております。 

 

消防、水防する人で、水防団としてホースで水をあげるやり方、その出してる先の

方ですね、水が出てる、実際に見てるとホースが折れてもそのまま、水の出口の方

は堤防を侵食する、そういうことも全然気にしないような感じでやってるんですけ

ども、そういうところの指導までやるんでしょうか？ 

 

本来であれば排水ポンプを付けた際に当然、折れれば水の排水能力が下がるので、

できれば丸いままの方がベストではあります。ただし、その丸いままで通すには、

堤防を超えていかないといけないので、堤防にも丸く折れないような設備が実際に

はちょっと必要なんです。まだそこまでは至っていないということで、できるだけ

折れないようなホースのラインを取るような形を取らせてもらってます。また、排

水の出口については、特にコンクリートで覆われるところは問題ないんですけれど

も、先ほどおっしゃられたように、土堤の場合については排水口で洗堀されるって

いう可能性もあるので、当然、その際は事前にブルーシートなりを敷いて洗堀をす

ることを防止する手はずが必要になります。コンクリートがあるところについては、

確かに排水ホースをそのまましてますけれども、もし危ない場合については洗堀さ

れないように事前にホースを設置する際にブルーシートで覆う作業が必要になりま

す。最近やってなかったとすれば、当然、その作業を怠っていたということですの

で、今後は洗堀されない措置を取った上での排水作業を行わせていただきたいと考

えております。 

 

川端地区の人が消防団にこれじゃだめだよと言っているので、その辺ご指導よろし

くお願いします。また、町の方で消防団にお願いした場合に消防団が出たらその後

っていうのは町の方が指示することは出来ないんですか？あーしろこーしろという

のは、出来るんですか？消防の幹部の方の指示っていうことだけに動いております

か？ 

 

基本的には消防団として団長から団員までおられるので、団長と団長を含めた上級

幹部の方と協議しながら、どの部隊をどこにつけるというのを話し合わせていただ

いております。その指示については、団長から分団長、部長を通じて各部隊に、そ

して、配置につくという流れになります。 

 

消防ポンプ、小型ポンプについてなんですが、前回、ポンプが来たのはいいんです

が、組み上げることができなかったということで引き返してきたんですよ。水が出

ている最中に。それで、その時は何も言いませんですけど、大石田町議会と話す機

会があった時に、ポンプ車の点検をどういう風にしているのですか？ということを

質問したんですよ。そしたら定期的にやってますと言うんですが、やってるんであ

れば壊れたポンプ車持ってきます？私は、書類だけの点検で、実際にはやっていな
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いのでは？決めつけちゃいけないんでしょうが、そういうふうに疑いをかけられて

も仕方がないような行動だったんで、その辺をもう少し徹底してほしいと思います。

汲み上げ出来ないポンプ車を持ってきてもらっても、何の役にも立たないわけで、

点検してみますと言われても、点検しているんだったら壊れるの？そういうことな

んで、その辺もう少し消防団などを徹底してほしいなと思います。 

 

まず、徹底することにつきましては、徹底させていただきますということでお答え

させていただくとともに、点検については２年に１度ポンプ車と小型ポンプ、こち

らを丹生川の左岸の方で行っています。（よくアユ釣りの仮設が建つところなんです

けど、）そちらで運んで放水になるかどうか、２年に一度点検を行っています。そ

こで不良が出たものにつきましてはそのまま修理するということを行ってございま

す。 

 

水門のことばかりで申し訳ないですけど、水上がると、大きいポンプ、役場にある

べっす？あれを入れるわけだ水門に、水上がると。水上がってからくると、ユニッ

ク車が（一二三建設とか、土屋建設とか）届かない下まで、何回も言っているが、

いつも同じことやっている。水が上がる前に、下の堤防（川端から入っていくとこ

ろ）あそこが入っていけば何ともないよ。それを、水門の上に上がってするもんだ

届くわけない。水上がってくるし、水門の上からザボーンと入れるからホースは曲

がりっぱなし、水半分しか出ない。それでは意味ない。今後、徹底してそういうこ

と無いようによろしくお願いします。 

 

はい、分かりました。大変申し訳ございません。当然、中段のところからするべき

ものなので、上からでは当然、届きませんので、中段の方で作業ができるうちに対

応してまいりたいと思います。 

 

水門ではないんですけど、いいですか？先般、新聞やいろんな報道によって虹のプ

ラザ、事務費の使い込みっていうか使途不明金について、町長と教育長と課長の３

人でそれを負担したという報道がありましたけれども、それについて、それでチョ

ンにするのかどうなのか？ということをちょっとお伺いしたい。使途不明金、お金

を３人で出したから、それでいいんですっていうではちょっと一町民として納得い

かないし、その件については、個人的に庄司町長とちょっとお話しする機会があっ

て、私的には納得はしたんですけれども、ぜひ庄司町長以前の前の町長の時の事件

だと思いますけれども、是非みんなに分かるようなお話をもう一回していただけれ

ばと思います。 

 

その前に先に川端地区さんの方からありました質問の件についてはこれ終わってよ

ろしいでしょうか？ 

 

中学校のナイターでの件で１件だけ。来年度の予算の場合に、１基ずついくのか、

それとも７基、一気にいくのかという点と、補助金、助成金というのは、宝くじの

助成金ですか？ 
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まず１基ずつの工事になるか、７基の工事になるかというのと、あと補助金につい

ての質問、関連するので一緒に回答させていただきます。補助金の上限がありまし

て、事業費の上限が３，０００万円、事業費が５，０００万だとすると２，０００

万円分は間違いなく単費になってしまうので、その分を後回しにして、先に補助対

象になる金額分だけ工事しましょうという風な形で今考えております。ですので、

７基一気に全部だと、町の方の財政負担が大きいので、財政負担の分散ということ

も考えまして、そのように分散した形で考えております。ただ、それが先に１基ず

つ単費でやる分になるのか、補助分に一気に取り掛かれるのか、こちらの方は補助

を出す方、宝くじの方ですけれども、そちらの方からちゃんと採択になるかどうか

というところもありますので、そちらはどちらとはまだ言えないですけれども、ま

ず一気に７基ではなくて分散した形で事業したいと考えております。 

 

虹のプラザ公金紛失の関係について現在の進捗状況等々について 

 

まず、紛失分の金額６２万円を負担して穴埋めしたので、それで終わりにするのか

ということですけれども、そこで終わりにするつもりは到底ありません。もちろん、

こちらの方、原因究明と再発防止には努めていかなくてはなりませんし、原因究明

については現在、町の方でも警察の方と相談していろいろと調査していただいてい

るところです。被害届とかについてはまだ提出には至ってないんですけれども、提

出できるように警察の方と現在いろいろと協議と相談しているところですので、そ

ちらにつきましては、進捗の方は現在何とも言えないところです。ただ、警察の方

でもこの事件だけではないというふうなことも言われてますので、ちょっと時間は

かかってしまうのかと思いますけれども、このまま、これで終わりにするというふ

うなことはありません。どういうふうになるか？というのも後ほど、警察の方とも

相談をして、ちゃんとした形になってから報告させていただきたいと思ってます。 

 

今日はご苦労様でございます。公民館について、ちょっとお伺いしたいなと思った

ところでございます。役場の方としては、公民館の位置づけというのをどう考えて

いくのか、ちょっとお聞きしたいなと思ったところです。私が思っているところと

しては、地区のための公民館ということも１つあるし、初期の避難所というような

考え方もあるのかなと思ってるんですが、その辺どういうふうに考えている、どの

ような位置付けになっているのか、分館としてやってるのですから、その辺の位置

付け、役場の方ではどう考えているのかなというところでございます。 

 

公民館につきましては、町の方に２９分館ございますけれども、こちら全て中央公

民館の分館というふうな位置づけになっております。この分館制度というのがちょ

っと大石田町、特殊でして、他の市町村ではあまりない形なんですけれども、各地

区でこちらの分館ということで管理していただいているようになってます。ただ、

ここはまだ新しい方ですけれども、古い分館もだいぶ多くなってきておりますので、

分館制度自体の見直しということも含めて、区長会の方でも話が出たこともござい

ますので、地区公民館制度の導入になるのか、分館制度をこのまま維持するのかと
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いうところも含めて現在検討を始めているところであります。こちらもすぐ回答が

出るところでもございませんので、こちらについては、時間をかけて、地区の意見

を聞きながら取り組んでいきたいと考えています。 

 

初期避難所となるわけです。先ほど町長からあった通り、断層帯の地震が来た時に、

古い新しいにかかわらず、倒壊やら壊れるというような状況もあると思うんですが、

そういうのは耐震性についても、調査みたいのがどうかなと、思うところが一つで

す。防災面でのその避難所っていうがあるとするならば、修繕費なんですよね、結

局は。修繕費について地区がほぼ負担するというような今現状だと思うんです。最

高で３０万だっけが３０万っていうような補助があるわけですよね。うちの公民館

ももう２２、２３年以上経ってるわけですから、やっぱりそっちこっちガタが来て

いるところがあるのでということで３年前にその屋根の塗装、それから外壁の修繕

ということで、見積もってもらったところ、２５０万ほど、それは設計見積りの段

階でのですけども ２５０万かかるという、その金額がかかるわけです。それを直す

にしてもどうしたらそのお金を出せるのかということが一番問題なわけです、２５

０万の内の３０万って、例えばそのまま２５０万でやってもらったとして３０万補

助してもらったらあと２００万強を地区で負担しなきゃなんないっていうような状

況が出てくるわけです。すると、なかなか難しいのかなと思ってるところがあるん

です。物価は上がってる状態、困窮しているところもいっぱい多いわけです。今か

ら、例えば東町も今７３世帯くらいあるんですけれども、１０年後には３分の１が

納税世帯でなくなるというような部分が目に見えてるんですね。その時に、この公

民館を持っていることで、相当の金額が発生するのかなと。当時３、４年前に見積

ってもらったのが２５０万ですので、また見積もりをしてもらえれば、材料代、人

件費が上がってるわけですので、それ以上にかかるのかな、となれば、公民館を維

持していくためにはどうすればいいのかな、というようなことが一番問題になって

いるのかなと。ある地区にちょっと色々聞いたところ、公民館っていらないねとい

う話もありましたので、全額補助なんていうのは無理だとわかってますけども、も

う少し補助を上げてもらいたいなというようなところが必要なところで、どうお考

えなのかなというところです。 

 

公民館の改修について、やはりここだけの問題ではなくて、全て２９分館、特に古

いところになるともう５０年以上経っているところもありますので、こちらについ

ては同じような要望をたくさんいただいております。そちらも含めた形で、先ほど

の分館制度の見直し、地区公民館の導入といったような話にも関わってくるんです

けれども、あるものは使うとすれば改修しなくてはいけない。それにはお金がかか

る。補助率今３０％、上限３０万円では少ない確かに。３００万もかかるところで

３０万もらっても１割にしかならないというふうなご意見もいただいておりますの

で、増額については今後まだ検討が必要なところではございますので、こちらは財

政サイドとも含めてちょっと検討はさせていただきたいと思います。公民館はいら

ないという風な話もあるっていうところも極端な話だとは思いますけれども、そち

らも含めると、やはり公民館のあり方というものを検討する時期に来ているのかな

と思います。そちらの方も含めて今後検討させていただきたいと思いますので、よ
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ろしくお願いしたいと思います。ご意見ありましたらまたいただきたいと思います

のでよろしくお願いします。 

 

先ほど川端の●●さんからあったポンプが始動しなかった件ですが、大山課長から

２年に１回丹生川で性能検査してますというお答えでしたが、排水に配置になる分

団、部、班というのは、決まっていると思います。２年に１回の性能検査と別に入

梅期に備えて、一度始動テスト、エンジンですので、オイルとか冷却水とか正しく

始動しない場合もあると思うんです、まる２年間使わないとすると。消防団とした

指揮命令のことだと思うので、一応提案としてその配置になるであろう機器に関し

ては、入梅時期にそれ対応すれば、役立たなくて帰っていったなんてことはあり得

ないと思いますので、その件、要望として一つお申しあげたいと思いますけど、い

かがですか？ 

 

要望として承ります。まず実施時期について入梅期にできるかどうかについては消

防団ともお話しさせていただきたいと思いますので、できる限り、災害時に動くよ

うな形で進めてまいりますので、よろしくお願いします 

 

川端、新町の内水というのは、どこがひどいところ？何年前だか、この間の時は朧

気川の踏切の上の、堤防の無いところから、田んぼに上がって、ちょうどあそこの

今減反してるところに、水路がある。そこからどんどんどんどん入ってきた。だか

ら堤防を踏切の上、踏切の上から土手までを覆ってもらうか、なんかしないとまた

同じような水が出てくれば、そこからまた入ってくるんで、あそこを塞ぐわけいか

ないと思うんですよ。その鉄道の下、あそこからどんどんどんどん噴き出してくる。

その水がこの間は大きかったんですけど。だからそこ自体は全部止める。 

 

鉄道って鉄道の水路の中に水路があって、そこは、水が上がってから水路を塞いだ。

その上の高桑堰からの水は、最近役場の人マメに、ちょっとした雨で、高桑堰の水

門をしめて、朧気川に落としている。 

 

この間みたいに最上川がいっぱいなって、朧気川が流れなくなる、そしてどんどん

上がっていくと、踏切から下は堤防あるからそこはいい。上は、田んぼのところは、

越水してくる。それが、高桑堰にも入る、そうなってくると流れてくるから、田ん

ぼのところを堤防つくるとかしないと、内水が防げないのかなと思う。 

 

おっしゃる通り、高桑堰自体はやっぱり大雨の危険性とかある場合は、実際、うち

の職員で止めに行って朧気川に抜けるようにしてます。その他に、令和２年の大雨

災害を受けて、先ほどからある通り、大橋の架け替えとか堤防整備とかを行ってま

すけど、それと合わせて、内水の被害も大きいということで、内水のそのシミュレ

ーションも行っているところです。それが最近ようやくまとまってきてるところが

あって、町内、地区内の流雪溝のネットワークの切り替えとか、そういったものも

アドバイスをいただきながら、その辺も町として対応できることがないかというこ

とで、今、検討を一緒に進めてますので、できるだけ被害を極力少なくできるよう
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に国からも協力してもらって進めているところですので、その辺ご理解いただけれ

ばと思ってます。 

 

実際１５、６年前の内水処理が必要な時に、元を閉めないで、下なんぼ排水したと

しても追いつかないそんなことがあった。そこ最近なってますので、引き続きね、

まずはそっちからってのことを初動でしていただければと思います。 

 

さっきあった通り、タイムラインといって、皆さんにも作ってもらってますけど、

町としてもタイムライン、今整理してまして。建設課でやる部分、総務でやる部分、

まちづくりでやる部分、消防団でやる部分ってそれぞれ今まとめてまして。要は大

雨と最上川の推移をそれぞれ判断しながら、これぐらいだったらこれをいう作業を

間違いなくしましょうね、ということを徹底してるところです。 

 

今年の春、流木で水の入りが悪かったのよ。ほんで直々に建設課を通して流木撤去

と水の入り方、少し整備してほしいと言った。そしたら、これは土地改良区の仕事

ですって必ず逃げるのよ。修繕とかやってくれというと、それは、土地改良区です

と言われる。こっちはどっちに言ったらいいか分からなくなる。そこら辺は、こっ

ちから言ったら、もし土地改良区の仕事の管轄であろうとなかろうと、そちら（建

設課）から言ってもらえないと、こっちがこっち行ったりそっち行ったりしないと

いけなくなる。そこら辺の対応も町でもきちんとやってもらって、水使う時だけ、

今回も大雨で水門止まっているわけだ。止めましたよって連絡も来ないし、上げま

すよということも全然来ないわけだから。後から俺が行って水落ち着いてから行っ

て、俺が自分でこの水門上げてこなくてはいけない。そういうこともあるから閉め

るのはいいんだけど、閉めました、開けましたという、そういうのは連絡があって

もいいんじゃないですかと思ったわけなんです。 

 

確かに●●さんのおっしゃる通りです。あそこの高桑堰の管理って微妙に、あの特

に市町村界を挟んでて、上のほうは尾花沢市で、大石田町と土地改良区も絡んでい

る部分で、なかなか管理自体は難しいところなんですけど、本当におっしゃる通り

だと思うんです。町が窓口なんでしょうから、町に連絡いただいて、それを必要な

ところに連絡するという方法が町民の方にとっては一番やりやすいということだと

思うので、その辺、申し訳なかったと思います。ということを徹底できるように、

職員の方にも持って帰って伝えたいと思いますので、これからもどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

この間も水門閉じられて、水来なかったわけだ。連絡ないわけだ。誰がしたんでし

ょうってなったわけ。そういうやり方やられちゃったら、要は自分だけが田んぼに

水入れている感じなので、水門の開け閉めのレバーがあるが、持ってきておこうか

なと思ったりしたっけ。そうすると、役場で使いたいときに借りにくれば、こちら

でわかる。役場で使うから持って行ったんだなと。そのように考えてもいいのかな

と思っていた。 
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ちょっとあの連絡取ってどの方法がいいのかちょっと調整させてもらっていいです

か。 

 

はい。 

 

 

今日は災害関連が多いんで、ちょっと思い出すことですが、とにかく役場が設置し

てくれた災害情報のマイク、まずほとんど聞き取れない。私はその他に今日のこの

会議もこの役場のＬＩＮＥでなんとか分かりましたけど、やっぱり年寄りは、特に、

年寄り夫婦は、家族が多くなってるので、耳は聞こえないし。従いましてこの災害

情報なんかについては、特に年寄り向きの何かいい方法がないかと思ってるんです

が、やっぱり一番簡単なのはやっぱりスマホではないかと思います。スマホも今度

ドコモ、尾花沢から撤退してしまった。使い方聞きに行くとしても楯岡まで行かな

いといけない。だから、その辺、この前、役場主催でこのラインの説明会をしても

らったんですが、それでもなかなか覚えられない。やっぱりこの年代、年寄りはそ

んなもんだ。なので、ドコモに老人クラブでこういうものを主催したら是非行って

くれとか、誰か役場の職員でも誰でもいいですから、そういうようなお計らいをし

てもらうと非常にいいなと思います。 

 

防災の放送塔っていうのは増やす計画はある？ 

 

 

農家やってて、日中畑にいる、尾花沢の防災放送も村山の防災放送も大石田のも入

るのよ。聞こえんのよ。大石田のが一番聞こえ悪いのよ。今宿の方からも聞こえる

んだけど。袖崎の方がはっきり聞こえる。何ででしょう？だいたいみんな同じこと

を言っている。尾花沢の方で聞いたり、村山の方で聞いたりして、大石田の方が本

当聞こえない。 

 

設置場所が悪い。愛宕町の場合は、あんな低い場所におくべきではない、高いとこ

ろにおかないと絶対聞こえない。 

 

大石田のは、最初に言って後からもう一回言う。それが重なる時がある。だから、

かえって聞き取りにくい。村山とか尾花沢だとポンって流して終わりなのよ、だか

らかえって、耳に入ってくる。 

 

愛宕町公民館の防災放送のラッパが４つ５つぐらいある、あれが本町内にみな響く

っていう考え方で、調べてあそこにしたと思うんですけど、東町など風向きで全然

聞こえない。だから愛宕町、曙町にもあるんだけど、それも上の方は聞こえると思

うんだけど、ここの陸橋から下はもう全く聞こえないということなんでね。風向き

が北西の風だから今宿のは無風だとたまに聞こえるけど、ほぼほぼ聞こえない、何

言ったんだかさっぱり分かんないというようなことでＬＩＮＥを入れたんだけど、

区長知らなかったと言えないからＬＩＮＥ入れたんだけど、だからこの増やす計画
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ってのは無いのかとちょっと思った。この間の区長会でも言ったのだけど、今のと

こ無いっていうから、無いと思うんだけど。 

 

まず、あの●●さんからのご質問で増やす計画ないかというご質問ですが、今の段

階では増やす計画というのは持っておりません。その代わりと言いますか、ＬＩＮ

Ｅと、裏面の方に記載ありますけれども、その下でもう一度聞きたい時はというと

ころでありますけれども、ここにですね確認ダイヤルが掲載されております。ここ

に電話していただくと、その防災放送の内容について、聞いていただけるというこ

とをまず行いました。その他に公式ＬＩＮＥということで、その災害発生時とか、

行事等もそうですけれども、この公式ＬＩＮＥの方で随時、お知らせをしていると

いうことで、なかなかその防災放送の●●さんからありました通り、一番聞きづら

いという原因は分かりませんけれども、そのようなＬＩＮＥとかそういう方向性で

現在のところは考えておるところでございました。 

●●さんから、なかなかお年寄りはスマホを覚えるのに大変だというふうなことで

ございましたが、今、現在もスマホ教室は今年もやってます。教育委員会の教室と

いうことで、スマホ教室、これ毎年度行っております。最初はあの総務課主催でス

マホ教室を始めたんですが、やはり１年間だけではなかなか高齢者の方に覚えてい

ただけないというなことで、引き続きその事業について教育委員会の方で行っても

らおうというようなことで、毎年度スマホ教室を開催しておりますので、ぜひご参

加いただければと思います。役場においでいただいた時にでも知っている方がいれ

ばですね、その方にＬＩＮＥの使い方どうするんだとかということを聞いていただ

いても結構ですし、その辺は、なるべく高齢者の方にもＬＩＮＥの方が大変便利と

いいますか、情報が確実に伝わりますので、是非ＬＩＮＥの登録をこれからも進め

てまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

我が老人クラブの中でも知ってる人いると思うから、その人たちを講師にしてこれ

からしたいとは思ってるんですが、もし別なものがあれば是非ご協力お願いします。 

 

その時に町の方から誰か講師として来てけろっていうお話であればですね、こちら

の方からも参りたいと思いますので、お声がけいただければと思います。 

 

緊急の場合に、水上がりなったとかポンプつけてけろと電話してやるのは、大体夜

になる、夕方から水が上がってくる。役場に電話かけると、「今日は終了しました」

と言う。そういう緊急時には、電話を一本にしてもらえばいい。連絡網が何番何番

にかけてくれって言えば、建設課、まちづくり推進課にお願いするのだが、今日は

終わりましたということでは話にならない。被害があった場合の電話番号を１本に

して、我々に教えてもらえれば助かります。どこに連絡するといいか分からない。 

 

連絡網の関係でございますが、まずは大雨警報とかですね。警報が出た場合につい

ては、すぐ初期対応ということで、総務課の職員が役場の方に行くことになってお

ります。ですので、役場にお電話いただければ、総務課の職員が電話には出れるか

と思います。 
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今までの例をみると、電話かけると「今日は終了いたしました」。どこに電話したら

いいか分からない。そういうことが無いように、電話番号を１本にしてほしい。緊

急の場合は、ここに電話してほしいと思う。 

 

その辺のあの仕組みづくりもですね。併せてこれから持ち帰って検討させていただ

いて、そのような仕組みができましたら、皆様方の方にご連絡をさせていただけれ

ばというふうに思います。 

 

それは、なるべく早くお願いしたい。 

 

 

ここ無散水ですよね。余り水が出てくるはず。ただ流してるだけ。それを例えばう

ちの方の側溝に流してもらえれば、泥が流れるんじゃないかなと思っている。何年

か前、もう十数年前、１回、消防の方から流してもらったきりで恐らく、泥が詰ま

っている。だから、その水を流してもらえれば常に冬場、水流れるから少し側溝の

中は綺麗になるんじゃないのか。もしできないとなれば、年に１回ぐらい側溝の掃

除というか。水を流してもらってホースでよ、綺麗にしてもらえれば、ちょっと臭

くとかならなくて、蚊も出ないんじゃないかなと思ったりする。一番いいのは、余

り水をあちら側にやってもらえると一番いいのかなと思ったりするんですが、そう

いう話を建設課にするとちょっと予算がないと必ず言われるから。だからそこら辺

は、１回工事すると終わりなんだから、なんとか配慮とか考え方どっちかしてもら

えればと思います。 

 

その余り水は、まっすぐの道路の消雪があるんだけど、１回まわってきて、余った

水をあっちに入れて、こっちの方のこの通りに行っている。 

 

ちょっと状況確認して、あと現場とかも教えてもらって、どんなことができるか、

ちょっと一緒に考えさせてください。はい、ありがとうございます。 

 

見てると、除雪が、朝は線の内側しか通っていかない。要するにひと掻きしかして

いない。うちの反対側に流雪溝がある。除雪をしていると、車からひかれそうにな

るのは年２、３回はある。尾花沢市だと、白線だけじゃなくて、例えば高齢者しか

いない家とかだと、中まで入ってきて、ほとんど（雪を）置かないで除雪してける

のよ。大石田は違うのよ。ただ、こういうふうにただ（除雪車で）歩いて終わりだ

から。俺、前にも言ったことある、ブルの運転手に、うちのところ若干こういうＳ

字になってて、どうしても（除雪車）歩くと、うちの方に余計置かれる、運転手の

ブルのヘラの加減でどうにでもなるべと言った。言った時は、ハイと言うんだけど、

次の日の朝は、そんなの関係なくなる。そういう風なことも考えて、除雪とかやっ

てもらえればありがたいと思う。こっち側溝ないのよ。側溝無いほうに余計雪置い

ていく。運転手もここ何年か固定になってるからよっぽどいいんだけど、言おうか

なと思っていると、聞こえないふりしてポーンと行くからよ。住民が困っていると
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き、ものの数分、雪を持っていくくらい、そのくらいの配慮を町としても指導して

もらえれば、うんとありがたい。 

 

除雪の会議がある時、担当の業者さんに、俺もお願いしてくるんだけども、なかな

かやっぱりうまくいかないんじゃないか、朝、忙しいんではないか、あっちこっち

まわらないといけないから。 

 

限られた予算と限られた人員、あとは、時間も、皆さんが一斉に待っているわけな

ので、その中でやっぱりどこまでするのが一番いいのか、ご意見があったのはもっ

ともなので、少しでも改善できるようにちょっと考えていきたいと思います。 

 

はい。よろしくお願いします。 

 

 

地域おこし協力隊のことなんですけども、行政とはどういう関わりがあるんです

か？このパンフレットを見ても、どうも関わりが分かんないもんですから、その辺

１点ですね。それから、私の頭で考える地域おこし協力隊というイメージは、他所

からきて、我々の観点では分からないところを色々と見出してもらって、町を豊か

にしようとか、人の交流をいっぱいしようとかっていうことをやってくれる人かな

と私は思ってました。でも最近なんか変な踊りしてる人とか、変な着物着て中国の

お茶を飲ませるとか。この間は、３か月で帰ったとかっていう。私のイメージで持

ってる地域おこし協力隊のイメージじゃない人が大石田には多いなと。他所の市町

村見ると結構、尾花沢みるとスイカ一生懸命作っているとかの人が居るらしいんで

すけど。なんかそういうイメージだったんですけど、その辺、行政との関わり合い。

もし関わり合いがあるんだったら、もうちょっと町のためになる人を協力隊として

呼べないのかなというのが分からないからちょっと質問しました。以上です。 

 

私どもの方で地域おこし協力隊の方からご協力をいただいている状況でございま

す。町としてこういったことにご協力をいただきたいという形で協力隊の方を募集

しております。コエノクラを中心に賑わいを創造してほしいという拠点もございま

すし、やはり募集の仕方として、スポーツ振興でありましたり、先ほどちょっと短

期でもう帰られたっていうお話もあったんですが、空き家の利活用をご協力いただ

きたいという形で募集していることもございます。おっしゃられた中に尾花沢では

スイカ作ってっていうお話もありますし、そういった目的に応じて協力隊の方を募

集させていただいているところでございます。そこに関わりがないと、活動の内容

が見えないということもございますので、今後そういったＰＲの仕方も町としても

協力隊の方と検討してまいりたいと思います。現在、募集については協力隊コエノ

クラを中心とした賑わいの創出であったり、あと現在準備させていただいているの

は、尾花沢と同じような形にはなるんですけれども、農業の後継者、こういった形

の方針を、現在来年度に向けて準備をしているところでございます。そういった町

がどういったことに取り組んでいきたいかということを踏まえながら、今後も募集

を継続してまいりたいと思いますので、ご理解よろしくお願いいたします。 
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協力隊というのは、どこかに所属してるわけ？ 

 

 

今、協力隊として活動していただいている方につきましては、まちづくり推進課の

方に所属していただいている方もおりますし、教育文化課に所属している方もいら

っしゃいます。やはりスポーツ振興とかってなりますと、そちらの方に所属してい

ただくような形になりますので、前観光に携わっていただいた方につきましては、

３月に任期を終えられたんですけど、その方については産業振興課ということで商

工観光グループの方に所属しておりました。 

 

だと、今いる方は踊りの上手い人を募集したこということですね、役場で。やって

いる本人も我々見る方もなんかどっちも分からないような踊りです。その辺のとこ

ろ、わざと大石田町ではそういう人を募集してこう協力隊にしたのかなっていう風

なイメージだったのですから、その辺は違うわけね。 

 

ダンスを通じてスポーツの振興であったり、体の健康を広く健康を保つと言います

か、そういった形の募集がなっているということになります。また、情報を外に大

きく発信していただくという形でも募集を行ってございます。 

 

もうちょっと役に立つのかなと思っていたので、町をＰＲするのも人が観光として

来てくれるようになることも、その辺を発信してくれる人かなと自分では思ってい

た。なんかちょっと違うのでないかなということで町との関わり合いが全然分から

なかったものですから、どこの所属とか、ということでの質問でした。 

 

特に観光分野では、冬のインバウンドで台湾であったり、東南アジアであったりそ

のような観光客の対応をしてもらった。それが町としてうまくいったかということ

を検証していかなければならない部分はありますので、今後の町の情報発信であっ

たり、町に来ていただいたお客様にとっていい印象をもっていただけるような対応

を心がけてまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

 

今回こういう機会を設けていただきましてありがとうございます。私の方からお尋

ねしたいのが２点。駅の駐車場の除雪と駅の中の利用ということについて、ちょっ

とお尋ねしたいんですが、個人的ですいません。私、去年一昨年まで６０で退職し

てから再就職した先が車ダメだということで、６年ちょっと実は電車通勤しました。

で、冒頭に町長から高校生がほとんどだとありました。確かに通学列車なんですけ

ども、私のように通勤で利用してる方もいるんですね。自宅から駅まで車で行って、

そこからＪＲで山形まで通ったんですよ。時間の関係で朝一番の電車に乗らなきゃ

いけなかったんですよ。それが当時（今変わってるかもしれませんけども）朝６時

７分なんですね。それより早い電車があって、朝一番の新幹線が５時５０何分かに

あります。運行はまだ変わってないと思うんですよ。夏場はいいんですけども、冬

はあそこを利用しようとすると、除雪が始まったばっかりとか終わってなくて、ち

ょっと苦労したっていう経験があるんですね。乗っているのがほとんど高校生なん
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ですけども、私のように通勤で使うサラリーマン、東京方面に上京するお客様がい

らっしゃって、その業者の方は一生懸命やってらっしゃっていただいたのは分かる

んですけども、何時頃から始めているのかなと思ったんですが、利用客はそんなに

多くないんですけども、利用してる人もいるということで、その朝一番の新幹線で

すとか普通列車に間に合うような除雪体制を取れないのかなと思ったんです。全部

掃かなくてもいいんで、その何台か置けるスペースを早く、（除雪のやり方分かんな

いんで何とも言えませんけども）作っていただくと非常にありがたかったなと思う

んですが、何時からでないと始めて悪いとか、始められないとかってあるんですか。 

 

除雪自体は、駅の除雪専門っていうのは特にありません。町全体の道路除雪と一緒

に除雪作業をあたっていただいてますので、２時過ぎから動き出して各路線を除雪

しながら駅の担当が駅の除雪を行っています。駅の場合は、例えば一晩停めていく

方とかそういう方もいらっしゃるので、そういった支障物が多いとなかなかスムー

ズに除雪できなくて、時間がかかってしまうこともありますので、おっしゃること

はごもっともだと思いますので、今年度の除雪計画を作る際にはそういった意見も

あるので、なんとか対応できないかということをちょっと検討させていただきたい

と思います。 

 

ありがとうございます。ちょっと今、利用しないんでなんですけども、利用してい

た時にちょっと感じたもんですから、できるならちょっとご配慮頂けないかなと思

います。あともう一点あの駅なんですけども、駅の売店の管轄って（総務課長：駅

の売店については、地域振興公社の方の方で管理をしていただいています。）前職で

していた会社が年２回東京で出張というか研修ありまして、新幹線を利用するんで

すね。時によって利用する時間帯違うんですけども、今、新幹線で弁当を売ってい

ないんですよ。困ったなと思ったことがあるので。売れないと何ともならないと思

うんですけども、ちょっとその辺のところを検討いただければなと思ったのが利用

する者としての感想でした。駅がすごく綺麗になって売店も綺麗になってすごくい

いと思ったんですけども、実は大石田って雪多いもんですから、朝の電車や雪降る

とものすごく遅れるんですよ。そうすると駅の中で（ホームで待ってるわけにいか

ないんで）長く待ってなきゃいけないんですね。そうすると今の新しくなる前、売

店ももちろんありましたけども、売店の隣がギャラリーとか、座れるスペースだっ

たんですよ。１番と２番の電車って、もう高校生とか私みたいなで溢れかえっちゃ

って電車が遅れると駅で待ってなきゃいけないわけですよ。今はすごくいいんです

けど、前座る場所はあったんで、ちょっと座る場所が、今無くなっちゃってですね。

今の方どうしてらっしゃるのかなと、ちょっと思っているところです。最近利用し

ないんで分かんないんですけども。私利用してる時、けっこう冬は駅の中でも待っ

てなきゃいけなくて、年取ってくると立っているのもだんだん辛くなって、中でち

ょうど座るとこがあったんで、あそこに座って待ってたなぁ、なんて記憶があった

んで、この辺のことは皆さん、今どうなさってるのかなと思ったんですから。ちょ

っと個人的な意見も含めてお話しさせていただきました。 

あともう一つ人から聞いたんですけども。駅にＡＴＭがあるといいねって聞いたの

で追加します。 
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確かにお弁当は置いてございません。これはちょっと確認したわけではないので、

確証がある話ではないんで、私の推測ではございますが、やはり売れ残った際にロ

スとして出てしまうというのがあるのかなと思っております。食べ物的なものとし

て日中空いてる時間、駅の売店などに行きますとサンドイッチであったり、あとは

おにぎりなど今現在置いている。そんなに数を置いてるわけではないんですけれど

も置いていたようでした。 

 

続いて、座るスペースが減ったってことですが、確かにあの全体の面積からすれば

やはり減ったことはまあ事実かと思います、ただし、使い勝手的なものについては

少しは向上したのかなと、我々は考えていますが、その混雑時の利用方法について

は限られたスペースなので申し訳ないんですが、それぞれを道徳感と言いますか、

譲り合いをお願いするしかないのかなと。今のところは考えています。やっぱり普

段からその座るスペースを多くすることによって、逆に不便をきたすこともありま

すので、その辺が対策できないか考えながら対応していきたいと思いますので、そ

の辺ご理解いただければなと思います。 

あとはＡＴＭを置けるかというのは施設自体の管理は建設課の方で行ってるんです

が、確かにそういった意見はお聞きするんですが、どうすればちょっと置けるかを

検討もしていきたいと思いますので、今日のところはちょっと検討させてください

ということしか言えないので、ご理解いただければと思います。 

 

今度は虹の町案内人ということで、駅の話で出たもんですから、あそこの駅の待合

室の方で大きいテレビもあるし、あとあの昔の幻灯機というやつもありますけど、

あそこやっぱりあのせっかくのテレビだから、大石田町の観光のプログラムをちゃ

んと作って１０分ぐらいでもいいから、流したら非常に来た人が喜ぶんじゃないか、

我々案内人の方も喜ぶ。その辺、考えてみたらどうでしょうか。 

 

はい、ありがとうございます。大きな画面でＰＲ動画を流せたら、みんな喜ぶと僕

も思います。あそこはやはり窓口というか、観光の拠点であるかと思いますので、

ぜひですね。前向きに検討していきたいと思います。ありがとうございます。 

 

売店の方、スイッチでも押してくれるといいいと思う。電車が新幹線つばさが到着

した時間とか、それから銀山から東京に向かっているお客さん銀山のバスが来た時

とか、その時間を見てスイッチオンしてもらうと非常にいいんじゃないかと思いま

す。 

 

観光に関連して、大橋前の十字路の観光案内の看板。さっぱり見えない。せっかく

の看板なので直した方いい、観光案内にならない。無くなったところもある。 

 

何年か前までそこそこ綺麗でしたけども、なんか一気にちょっと損じてきた感じな

んですけど、大橋の架け替えの計画を進めてまして、今の大橋の位置より若干６０

ｍ位って言ってますが、下流側に移動するので、あの辺の十字路が十字路でなくな

る予定なんです。なので、あそこら辺も一体的に整理しなければいけないなと思っ
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●●さん 

東町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てますので、その辺も合わせてどんなものがいいのか、ちょっと検討させていただ

いて、我々もみんな感じてると思うので対応したいと思います。 

 

最近、全国的にに熊の出没で騒がれておりますが、町としては、よく見かけるのは、

「クマが出ました」という看板立てるだけで終わりだべ、今のところは。それだけ

で対処してるのか、それとも檻の設置するのか見回りするの、そこら辺どういうふ

うに考えてんのかなと思ってる。だから、逆に熊、例えば足跡あったりしても、何

も対応してくれないから連絡しないっていう人が農家の人は結構多いのよ。この間、

ちょっと畑にいたので、おっかなくて、すぐ逃げてきたんだけど、次の日行ったら、

ちゃんとした足跡残ってた。いつも言っても、町で看板立てるだけで対応してけん

ねんだってことで、今誰もクマが出ましたっていうのは連絡しないみたいだ。ちょ

っとそんでもこっちは困るから、猟友会の見回りとかなんかそういうのは対応して

くれないのかな、どうなんだろう。 

 

私もわかる範囲でしか答えられないんですけど、やはり熊になると行動範囲がかな

り広くて１日１０キロは平気で動くというような動物です。その時、そこにいたと

しても、次そこにまた来るかって言われると、時期によっては来ない可能性も高い

ので、そういった場合については、熊の通り道になってる可能性もあるということ

で、まずは看板の設置にさせていただいています。これが多分間もなく時期になっ

てくるんですけど、これがスイカなど作物を目当てに来た場合。これについては、

もう次の日とか２日後とかっていう形で通ってくるということが想定されるし、実

際に通ってくるので、その場合はもう猟友会の方と含めて通り道になるであろう箇

所に箱罠を設置しています。実際それで捕獲している例もありますので、そういっ

た対応を取らせていただいています。通ってくる場合は箱罠で対応できるんですけ

ど、これが、町中っていうことになると、発砲は猟友会ではできないので、郊外の

ところで銃を使うっていうことになると思っております。そういった形で夏場はち

ょっと私も経験ないんですけど、冬場については駆除させていただいた事例も何件

がございますので、そういった対応になっているというのが正直なところです。 

 

以前、猟友会が春先畑に来て、うさぎの駆除に来た。ここは餌場ですねって言われ

た。そして、お前らもっと早く来てくれと言ったけど、そしたらこれは役場に言っ

てもらわないと困るのよという。それで、役場に言った、もう少し早く来るように

何とかできないかと、そしたら、今度協議します。とのことだった。今年は雪少な

いから来なかったけど、前もう一つ言われたのは、猟友会の人もやっぱり時期的に

いつ頃出るとかって分かるらしい、ウサギの監視はね。それで、いつ頃出るから、

俺たち出動しますか？って役場に言うと、お前たち鉄砲撃ちたいからそういう風に

言うんだべと、とある役場の職員が言うらしいんだ。だからそれじゃなくて、そっ

ちはそっちのプロだから、そっちの意見も聞いて出る時期とか大体分かるんだろう

から、そういうのは早めにやってもらいたいなぁと思ったりしたのよ。鉄砲撃ちた

いから言うんだべって猟友会に言ってるからよ。俺もなら雪降る前に１回要望出し

てきて、雪降ってからもう１回要望出してこいなって言われた。そこら辺はどうな

のかなと、猟友会はプロだからプロなりの感覚あるだろうから、そっちはそっちに
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町長 

 

 

 

 

 

任せて、捕まえる時は捕まえる、撃つ時は撃つ、任せるといいのんねかなと思った

りした。 

 

担当課の方に話してみたいと思います。。 

 

併せて、何回も言っているから通報しないんだというお話でしたけど、移動してど

こで誰かに襲うかどうか分かりませんので、見たら必ず通報していただけるように

お願いします。時期になるとＬＩＮＥでクマ出たと次々に出るもんだから、皆様う

んざりするようなところもあるかもしれませんが、やはり人命第一ですので、ぜひ

通報の方はお願いしたいと思います。 

 

ちなみに情報だけと、確かに小山にはいる。クマは毎年、足跡が残っていて、俺今

年初めて見たんだけど。あと、今まで見たことないようなイノシシが来ているかも

しれない。俺はまだかもしれないしか言えないけど、なんかちょっといる。本当に

かもしれない。カモシカは２匹いるけど、別にこれといって悪さしないし、ただス

イカのところ春先歩くだけで、作物いろいろなっているが影響ないようだ。ただ問

題はクマとイノシシとタヌキは多いね。畑の人には足跡ありましたよ。という情報

提供はしているんだけど。町の方までは流していない。だからやっぱり畑にいる人

間だけでもせめて分かれば気をつけるべなと思って。あっちの畑にいる人に関して

は情報提供は毎年やっている。 

 

今日役場にちょっと用事で電話しました。今までですと何々課です、で終わったん

ですけれども、今回はちゃんと氏名まで私が言う前に言ってくれました。要件済ま

して、最後はどうもご連絡ありがとうございました、と言われ、なんかすごく感謝

の気持ちも伝わる言葉をいただいて、随分変わったなと感じました。先ほど町長か

ら年度当初の訓示があったらしいんですけども、それも職員に伝わっていると非常

に思ったところです。町政もどんどん変わっていくのかなと思ってるんですけども、

最初のお話の中で若手職員の指導ということでミーティングとか打ち合わせをやら

れているところでありましたけれども、まあその中で２０年後のことを考えている

ことも含まれていたようですけれども、まあそういう話をされているのか、どうい

う風なビジョンをお持ちなのか、まだスタートしたばかりではっきりしたことない

と思うんですけども、まあ今少子化人口で消滅自治体とか、いろいろ不安なことが

いっぱいあるわけですし、私自身も２０年後といってもいないかもしれないし、い

ても認知症で分からなくなってくるんですけども、なんかこんな捉え方をしている

ようなことがあったら教えていただければと思います。 

 

ありがとうございます。そうですね、あの２０５０年には３，０００人になる町と

言われております。また、２０４０年問題というのがありまして、全国で、１，１

００万人の労働人口が不足されると言われています。そういった中で、２０４０年

２０５０年には、主力になるような２０代、３０代前半の職員とミーティングを重

ねて、その時に、残された俺らこだいなっててじゃなくて、その時に主力となって

いる彼らが積み上げていって、こういう風にしたいからこういう政策をどんどんあ
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町長 

 

 

げて２０年後を創っていこうねという話をしているんですけど、やはり、彼らも現

実的に捉えてます。このミーティングは、まったく予算とか出来る出来ないではな

く、夢を語ってほしいという話で行っています。例えばですね、高齢化して、もう

全部２４時間周れる自動バスがあったらいいんじゃないかとか。例えばですね、そ

ういう夢のような話であったりとか、集合住宅であったり、子育てしやすいような

住宅があればいいとかですね。あと空き家を活用した、民泊じゃないですけど、観

光客が気軽に住めるような、泊まれるような宿がもっと欲しいとかですね。あと、

まちづくりもですね、今、そば食べて団子食べて帰る、または銀山来てそのまま帰

ってくんじゃなくて、周回できるなんてこう欲しいね、とかカフェが欲しいね、と

かそういう意見とかですね。いろいろな意見をいただきながら、やはり彼らは本当

に人口減少もすごく考えています。じゃあどうやって増やしていこうかとか、そう

いう意見とかですね。あの色々とですね、いただいててですね。それをどこまで政

策に活かせるかとかこれからになってくるんですけども、彼らの意見をやはり大事

にしながらですね。これから色々と政策も考えていきたいなと考えております。あ

りがとうございます。 

 

まず、夢がないと、一つでも実現できるようにお願いしたいと思います。 

 

 

一つお願いですけども、町のホームページ興味深く見させていただいております。

特に町長のブログやら、あと情報公開の中で、いろんな会議の委員会の会議を議事

録など情報公開されているんですけど、そこに情報公開されていると、ホームペー

ジに情報公開がされているということがわからない人がいっぱいいるんじゃないか

なと思うのです。まあ、要はホームページにこういうものが掲載されているという

ところが全然知らないと見れないわけです。ぜひお知らせ版などでこういうものが

情報公開されているというところをＰＲしていかないと、せっかく情報公開されて

も見れないと見ないという状況になりますので、一つそういったところにご配慮い

ただければなと思ってます。特に私思ったのは４月の町政懇話会で議事録載ってま

した。その中でのいろんな検討する検討するということで終わってたんですけども、

今日のようなこういうまちづくり座談会なども恐らくはこういう形で議事録が出る

かと思うんですけども、それに対して行政側の方である程度のスパンで回答などを

きちんと出していかないと検討だけで終わってしまうのかなと。まちづくり、町政

懇話会は検討だけで終わってましたので、ひと工夫して回答できるものについては

回答して、例えば川端地区の内水問題については、具体的にこういうマニュアルを

作ったよとか、予算措置については何年度ぐらいまで頑張る予定なところの具体的

な数字なども載せてもらえれば、こういう座談会が実りあるものになるのかなとい

うことで、座談会の成果と、あとはホームページの工夫ということでお願いでござ

います。 

 

はい、ありがとうございます。今、お伺いしたご意見を活かしてですね。文字にし

て全部出す。あとどういった対応を取るかということもしっかりとしていきたいと

思います。ありがとうございます。 
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税金の方で、都市計画税というのがあるんだけれど、これは、どういうふうな計画

だから、もとにして、それを税金も成り立ってるのか？その使い道、都市計画税っ

ていう形になってるけども、それはどこに使われているのか？都市計画税で都市に

するにどういう風に計画して、その金をどういう風に使ってるのか、っていうのが

全然見えてこないんだけども、こちらからすると、朧気から今宿の方は流雪溝はな

い、 

下水道はない、都市ではない。でも、税金としては都市計画税払ってるわけ。そう

いうものは何で使ってるのか？どこに持っていかれているのか？そういうものを一

応出すっていう形で目に見える形で、知らせるような形もあるのかなと聞きたいん

ですけど。計画だから何年、何年何月に何をするとかっていう計画はあるのか？ 

 

都市計画税は２０数年前に計画が定まった都市計画です。 

 

計画が定まって、それに対して、どういう風な都市計画と予定と、実際はどういう

風になっているのか見えてないんだけれども。 

 

２０数年前の計画ですので、見直しを重ねながら今現在に至っているわけなんです

が、一番最近なのは昨年その前、一昨年から都市計画のマスタープランという計画

をまた改めて整備したところなんですが、その中で具体的な事業とか計画は確か路

線でないかとは思いますが、今おっしゃられた新町今宿地区のやはり流雪溝なり下

水道の整備がまだなってないということは我々も当然認識しておりまして、今取り

組んでいるのは、流雪溝の取水を確保しなければいけないということで、県と協力

して今の水量の流量の調査を行っています。大変遅くなって申し訳ないところもあ

るんですが、なんとか流雪溝は整備したいということで、町としても取り組んでい

ますし、国、県の方に重要事業として何とか実施できないかということで、訴えも

毎年行ってますので、そういったことに使われているっていうことしか、今のとこ

ろは言えないんですが、はい、何とかですね、その要望にお答えしたいなとは思っ

ているところです。 

 

計画税っていう風になったのは、とりあえず何に使うのか、そういうところがちゃ

んと説明しないと分かっていない。 

 

都市計画税というのは目的税で、さっきおっしゃられたとおり、都市施設、例えば

公園とか道路とか 

 

こういうところに使いましたよとしてもらわないとなんで取られているか分かって

いない。 

 

今回の資料の中に８ページ９ページあたりは予算っていうことで出てまして、その

中にちょっとやっぱり紛れてしまってるので、どこに都市計画税が使われているの

かっていうのはちょっとここからは読み取りできないと思いますので、その辺は財
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総務課長 

 

 

 

 

 

政とも相談しながら皆さんにより分かるようにしていきたいと思います。 

 

どのようなものに使われたというのはホームページに掲載しております。 

 

これまでですね。長時間に渡りまして、様々なご意見、またご提言やらいただきま

した。これらにつきまして、今後のまちづくりに十分に活かせるように取り組んで

まいりたいと思います。先ほど●●さんからありましたけれども、この座談会の内

容については、その会議録という形でホームページの方にも掲載したいと思います。

掲載したということが分かるようにというお話でしたので、その辺もお知らせ版等

でお知らせするような形で対応してまいりたいなと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

 
６．閉　会　（午後９時１５分）


